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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第25期

第１四半期
連結累計期間

第26期
第１四半期
連結累計期間

第25期

会計期間
自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日

自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日

自　平成25年４月１日
至　平成26年３月31日

売上高 (百万円) 29,247 29,850 128,489

経常利益 (百万円) 3,561 3,010 13,739

四半期(当期)純利益 (百万円) 2,067 1,720 7,920

四半期包括利益又は
包括利益

(百万円) 2,082 1,715 7,910

純資産額 (百万円) 26,341 31,751 31,532

総資産額 (百万円) 55,421 59,410 59,296

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 65.00 54.03 248.80

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 47.5 53.4 53.2

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △777 △664 6,828

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,517 △1,747 △3,072

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 1,556 1,999 △4,472

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 5,402 5,016 5,429
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しておりませ

ん。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内

容について、重要な変更はありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事

業等のリスク」についての重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものでありま

す。

 

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間（平成26年４月１日から６月30日まで）におけるわが国経済は、政府の経済対策およ

び金融政策によって企業業績に改善が見られ、景気も緩やかな回復基調に向かうなど、徐々に明るさを増しており

ます。しかしながら、海外景気の下振れ懸念や消費税率引上げに伴う駆け込み需要の反動など、景気後退リスクも

依然残っております。

 

衣料品小売業界におきましては景気回復への期待感はあるものの、消費税率引上げ後の節約志向の高まりや、前

年よりも早い梅雨入りや局地的豪雨などの天候要因が客足に影響を与えるなど、先行きの不透明感は継続しており

ます。

 

このような状況の下、株式会社ユナイテッドアローズにおきましては、平成27年３月期の単年度経営スローガン

として「創造的商人魂」を掲げております。お客様にワクワク・ドキドキしていただくことを第一に考え、社員全

員が創意工夫し、当社にしかできない付加価値を創造し続けることでブランド価値を高め、４期連続の最高益更新

を目指します。

 

このスローガンの達成に向け、「商品・販売・宣伝部門連携サイクルの徹底強化」を重点取組課題に設定し、さ

まざまな施策に取り組んでまいりました。

 
商品部門では、競合他社に対して圧倒的競争力のある商品開発を行ないました。当第１四半期累計期間において

は、国内外の著名ブランドにご協力いただき当社の創業25周年記念商品を企画するなど、話題性のある商品を開発

いたしました。

 
宣伝部門では、一人でも多くのお客様にご来店いただけるような販売促進活動を推進いたしました。シーズンカ

タログの発行によるブランドイメージの発信や、ウェブサイトを通じたおすすめ商品やスタイリングのご紹介、各

種SNSを使ったイベントなどの情報発信、ハウスカード会員向けの優待キャンペーンの開催など、さまざまな施策

を実施いたしました。

 

販売部門では、情熱的な接客とスタイリング提案でお客様にワクワク・ドキドキを提供いたしました。自社運営

のネット通販サイト「ユナイテッドアローズ オンラインストア」から実店舗への商品取り寄せサービスを一部店

舗で開始するなど、オンライン（ネット通販）からオフライン（実店舗）へのご案内を積極的に実施することで、

実店舗での接客サービス機会の創出につなげました。
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出退店では、ユナイテッドアローズ事業：３店舗の出店、グリーンレーベル リラクシング事業：２店舗の出

店、クロムハーツ事業：１店舗の出店、スモールビジネスユニット：４店舗の出店、アウトレット：１店舗の出店

を実施し、当第１四半期累計期間の小売店舗数は222店舗、アウトレットを含む総店舗数は242店舗となりました。

 

連結子会社の株式会社フィーゴは、４月以降の増税反動減や卸売商品の出荷期ずれ等により減収減益となりまし

た。出退店ではフェリージ１店舗の出店を実施し、当第１四半期累計期間の直営店舗数は18店舗となりました。な

お、第２四半期では増収、通期では増収増益を目指してまいります。

 

連結子会社の株式会社コーエン（決算月:１月）は、新規出店に伴う増収のほか、ネット通販が堅調に推移し増

収となりましたが、欠員の補充等に伴う販管費の増により減益となりました。出退店では４店舗の出店を実施し、

当第１四半期累計期間の店舗数は69店舗となりました。なお、通期では増収増益を目指してまいります。

 

連結子会社の台湾聯合艾諾股份有限公司（決算月:１月）は、直営店「ビューティ＆ユース ユナイテッドアロー

ズ 台北店」の５月出店に向けた準備を進めました。なお、当第１四半期累計期間の店舗数は「ユナイテッドア

ローズ 台北店」の１店舗となります。

 

なお、グループ全体では当第１四半期累計期間に16店舗の出店を実施し、当第１四半期累計期間の店舗数は330

店舗となりました。

 

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高につきましては、新店出店に伴う増収、ネット通販の伸長等に

より、前年同期比2.1％増の29,850百万円となりました。売上総利益率は円安の影響等に伴い、前期から0.2ポイン

ト減の56.6％となりましたが、売上高の伸長に伴い売上総利益額につきましては前期比1.7％増の16,908百万円と

なりました。販売費及び一般管理費につきましては、海外事業・新規事業の先行コストの発生やグループ各社での

欠員補充等による人件費の増等に伴い、前期比6.9％増の13,949百万円となりました。

 

以上により、当第１四半期連結累計期間の営業利益は2,959百万円（前期比17.2％減）、経常利益は3,010百万円

（前期比15.5％減）、四半期純利益は1,720百万円（前期比16.8％減）となりました。なお、平成27年３月期につ

きましては、第２四半期連結累計期間まで増収減益で計画しており、当第１四半期連結累計期間の業績は概ね計画

に沿った進捗となっております。
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(2) 財政状態の分析

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末と比較して545百万円（1.4％）減少の38,245百万円となりました。これは、商品

が2,142百万円、増加した一方、現金及び預金が409百万円、未収入金が1,567百万円それぞれ減少したことなどによ

ります。

固定資産は、前連結会計年度末と比較して659百万円（3.2％）増加の21,164百万円となりました。これは、出店

などにより建物及び構築物が262百万円、有形固定資産のその他が110百万円、投資その他の資産のその他が267百万

円それぞれ増加した一方、償却などにより無形固定資産が32百万円減少したことなどによります。

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末と比較して209百万円（0.8％）減少の24,911百万円となりました。これは、短期

借入金が4,000百万円増加した一方、支払手形及び買掛金が499百万円、1年内返済予定の長期借入金が681百万円、

未払法人税が2,924百万円、賞与引当金が1,173百万円それぞれ減少したことなどによります。

固定負債は、前連結会計年度末と比較して104百万円（4.0%）増加の2,747百万円となりました。これは、資産除

去債務が104百万円増加したことによります。

（純資産）

純資産合計は、前連結会計年度末と比較して218百万円（0.7％）増加の31,751百万円となりました。これは、利

益剰余金が四半期純利益により1,720百万円増加した一方、配当金の支払により1,496百万円減少したことなどによ

ります。
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(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第１四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比べ

412百万円減少し、5,016百万円となりました。

当第１四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期連結累計期間における営業活動の結果使用した資金は664百万円（前年同期は777百万円の支出）とな

りました。

収入の主な内訳は、税金等調整前四半期純利益2,819百万円、減価償却費420百万円、売上債権の減少による収入

1,645百万円及び仕入債務の増加による収入1,197百万円であり、支出の主な内訳は、賞与引当金の減少額1,173百万

円、たな卸資産の増加による支出2,174百万円、法人税等の支払額3,306百万円および役員退職慰労金の支払額309百

万円であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期連結累計期間における投資活動の結果使用した資金は1,747百万円（前年同期は1,517百万円の支出）

となりました。

これは主に、新規出店および改装等に伴う有形固定資産の取得1,156百万円および長期前払費用の増加493百万円等

があったこと等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期連結累計期間における財務活動の結果得られた資金は1,999百万円（前年同期は1,556百万円の収入）

となりました。

これは、長期借入金の返済による支出681百万円、配当金の支払額1,319百万円があった一方、短期借入金の純増加

額4,000百万円があったこと等によるものであります。
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(4) 事業上および財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上および財務上の対処すべき課題に重要な変更および新

たに生じた課題はありません。

なお、当社は財務および事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針を定めており、その内容等

（会社法施行規則第118条第３号に掲げる事項）は次のとおりであります。

 

１．基本方針の内容

当社は株式の大量の買付であっても、当社の企業価値および株主の皆様の共同の利益に資するものであれば、こ

れを否定するものではありません。また、会社の支配権の移転を伴うような大量の株式の買付提案に応じるか否か

の判断は最終的には株主の皆様の総意に基づき行われるべきものと考えております。

しかし、株式の大量の買付行為の中には、その目的等から見て企業価値ひいては株主の皆様の共同の利益に対す

る明白な侵害をもたらすもの、株主の皆様に株式の売却を事実上強要するおそれのあるもの、対象会社の取締役会

や株主の皆様が株式の大量買付について検討し、あるいは対象会社の取締役会が代替案を提案するための十分な時

間や情報を提供しないものなど、対象会社の企業価値および株主の皆様の共同の利益に資さないものも少なくあり

ません。

特に当社にとっては、高いストアロイヤルティの維持が経営上極めて重要であり、当社の中期的な企業価値の向

上とともに、株主の皆様の利益に繋がるものであると確信しております。これらが当社の株式の買付を行う者によ

り中長期的に確保され、向上させられるものでなければ、当社の企業価値ひいては株主共同の利益は毀損されるこ

とになります。

当社としては、このような当社の企業価値・株主共同の利益に資さない大量買付を行う者は、当社の財務および

事業の方針の決定を支配する者として不適切であり、このような者による大量買付に対しては必要かつ相当な対抗

をすることにより、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を確保する必要があると考えます。

 

２．基本方針の実現に資する特別な取組み

(1) 会社の経営の基本方針

「私たちは、世界に通用する新しい日本の生活文化の規範となる価値観を創造し続けます」という経営理念およ

び「店はお客様のためにある」という社是の下、当社では社会との約束として５つの価値創造を掲げております。

５つの価値とは「お客様価値」「従業員価値」「取引先様価値」「社会価値」「株主様価値」であります。当社で

はこれらのうち、お客様価値の創造を最も重視し、他の４つの価値を等しく高めることがお客様価値の向上につな

がり、お客様価値の創造が達成されて初めて、他の４つの価値が意味を成す、と考えております。

　当社ではこれら５つの価値の創造に全力を尽くすと同時に、社会の公器として日本の生活文化の向上に貢献して

いくことにより、企業価値を向上させていくことを経営の基本方針としております。

 
(2) 中長期的な会社の経営戦略

当社では長期的な目標として平成25年５月に平成34年３月期（2022年３月期）を最終年度とする長期ビジョン

「ＵＡ ＶＩＳＩＯＮ２０２２」を公表いたしました。当社が今後も安定的に成長拡大していくためには、移り変わ

る外部環境・消費マインドに柔軟に対応できる「変化への対応力」の強化、迫り来るボーダーレス時代に向けた

「国際対応力」の醸成、そして徹底的なお客様満足追求に向けた「時代対応による進化」をし続けることが必要不

可欠であります。これらを踏まえ、「ＵＡ ＶＩＳＩＯＮ２０２２」のスローガンとして以下を掲げております。

　「ニッポンにユナイテッドアローズあり。私たちは世界中のお客様からも注目され、愛される、お客様満足日本

一のファッション小売企業を目指します」このスローガンの実現を目指すことより、当社グループが100 年以上存

続し、世界に通用する企業ブランドとなるための基盤を築いてまいります。

 
①「ＵＡ ＶＩＳＩＯＮ２０２２」達成に向けた経営戦略

「ＵＡ ＶＩＳＩＯＮ２０２２」達成に向けた経営戦略として、以下の３つを掲げます。

・時代対応と自己改革による既存事業の成長拡大

全ての既存事業について、たゆまぬ時代対応の積み重ねと自己改革により強みであるヒト（接客サービス）、

モノ（商品）、ウツワ（店舗環境）を常に進化させることで、世界から注目される存在になることを目指します。

同時に事業特性に応じた個別ミッションを設定することで、全事業が高い成長性と収益性を目指し、以下に掲げる

新規事業開発および海外進出を収益面から支えます。

・次代の成長を担う新規事業の開発・育成による新たな価値提案

EDINET提出書類

株式会社ユナイテッドアローズ(E03316)

四半期報告書

 8/31



外部環境や消費マインドの変化により、今後もお客様のご要望がさらに多様化していくことは必至です。そのご

要望にお応えし続けるため、次代の成長を担う新規事業の開発・育成を行なうことで、新たな価値提案を行なって

まいります。

・将来的な国際対応力の強化に向けた海外進出の開始

将来的な国際対応力の強化、世界市場における競争力の獲得に向け、海外への進出を果たしてまいります。

 

②「ＵＡ ＶＩＳＩＯＮ２０２２」達成に向けた営業施策

「ＵＡ ＶＩＳＩＯＮ２０２２」達成に向けた営業施策として、以下の３つを掲げます。

・商品、販売、宣伝部門の連携強化

当社の近年の業績回復における主要因の１つである商品、販売、宣伝部門の連携について、さらなる強化を図っ

てまいります。

・業務の技術体系化

上記の商品、販売、宣伝部門の連携強化をさらに強固なものにするため、各業務体系およびその関連状況を週

次、月次、シーズン単位で戦略マップ化し進捗管理を行なうとともに、バリューチェーンの全体像を可視化するこ

とにより、個人の感性・技量に頼りがちな業務を標準化し、誰でも確実かつ迅速に業務を遂行できるような仕組み

を確立してまいります。

・クリエイティビティの強化

上記のとおり組織運営力の強化および主要業務の標準化・可視化といったハード面の強化を推進する一方で、

ファッションを通じてお客様へ高い価値およびご満足を提供し続けていくため、さらなるクリエイティビティの強

化を推進いたします。

 
なお、長期ビジョン実現に向けた上記の経営戦略、営業施策につきましては、今後の外部環境の変化や内部の体

制・進捗状況等により、適宜見直しを図ってまいります。

 
３．基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務および事業の方針の決定が支配されることを防止するため

の取組み

当社は、平成23年５月11日の当社取締役会および平成23年６月23日開催の当社第22回定時株主総会の決議に基づ

き、当社株式の大量取得行為に関する対応策（「旧プラン」といいます。）を導入しました。なお、旧プランの有

効期間は平成26年６月24日開催の第25回定時株主総会終結の時までとされておりますことから、当社は、旧プラン

導入後の買収防衛策に関する議論の動向等を踏まえ、継続の是非を含めその在り方について検討してまいりまし

た。その結果、平成26年５月８日開催の取締役会において、会社の支配に関する基本方針を維持することを確認し

た上で、旧プランを一部改訂し、当社株式の大量取得行為に関する対応策を継続することを決議し、平成26年６月

24日開催の第25回定時株主総会において、株主の皆様のご承認をいただき、これを更新しております（以下、更新

された買収防衛策を「本プラン」といいます）。本プランの有効期間は、平成29年６月開催予定の定時株主総会終

結の時までの３年間となっております。

本プランは、当社の財務および事業の方針の決定を支配する者として不適切な者によって当社の財務および事業

の方針の決定が支配されることを防止し、当社の企業価値ひいては株主共同の利益に反する大量買付を抑止すると

ともに、当社株券等に対する大量買付が行われる際に、当社取締役会が株主の皆様に代替案を提案したり、あるい

は株主の皆様がかかる大量買付に応じるべきか否かを判断するために必要な情報や時間を確保すること、株主の皆

様のために交渉を行うこと等を可能とすることを目的とするものです。

本プランは、当社株券等の20％以上を買収しようとする者が現れた際に、買収者に事前の情報提供を求める等、

上記の目的を実現するために必要な手続を定めています。買収者は、本プランに係る手続に従い、当社取締役会に

おいて本プランを発動しない旨が決定された場合に、当該決定時以降に限り当社株券等の大量買付を行うことがで

きるものとされています。
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当社は、本プランにおける対抗措置の発動の判断については、取締役会の恣意的判断を排するため、当社経営陣

から独立した当社社外監査役等のみから構成される独立委員会の客観的な判断を経ることとしています。

　買収者は、買付等に先立ち、買付等の内容の検討に必要な所定の情報を提供することが求められます。また、独

立委員会は、当社取締役会に対しても、買収者の買付等の内容に対する意見や根拠資料、代替案等の情報を提供す

るよう要求することができ、買付等の内容や当社取締役会の代替案等の検討、買収者との協議・交渉等を行いま

す。

買収者が本プランにおいて定められた手続に従わない場合や、当社株券等の大量買付が当社の企業価値・株主共

同の利益を毀損するおそれがある場合等で、本プラン所定の発動要件を満たす場合には、当社は、買収者等による

権利行使は原則として認められないとの行使条件および当社が原則として買収者等以外の者から当社株式と引換え

に新株予約権を取得できる旨の取得条項が付された新株予約権を、その時点の当社を除く全ての株主の皆様に対し

て新株予約権無償割当ての方法により割り当てます。

本プランに従って新株予約権無償割当てがなされ、その行使又は当社による取得に伴って買収者等以外の株主の

皆様に当社株式が交付された場合には、買収者等の有する当社の議決権割合は、最大50％まで希釈化される可能性

があります。

当社は、本プランに従った新株予約権の無償割当ての実施、不実施又は取得等の判断については、取締役会の恣

意的判断を排するため、当社経営陣から独立した当社社外監査役等のみから構成される独立委員会の客観的な判断

を経ることとしています。また、当社取締役会は、これに加えて、本プラン所定の場合には、株主総会を招集し、

株主の皆様の意思を確認することがあります。

こうした手続の過程については、適宜株主の皆様に対して情報開示を行い、その透明性を確保することとしてい

ます。

 
４．具体的取組みについての当社取締役会の判断およびその理由

当社の中長期的な会社の経営戦略の実行は、当社の長期的な企業価値ひいては株主共同の利益を確保、向上のた

めの具体的方策であり、当社の基本方針に沿うものです。

また、本プランは、当社の企業価値・株主共同の利益を確保することを目的とするものであり、当社の基本方針

に沿うものです。特に、本プランは、経済産業省および法務省が平成17年５月27日に発表した「企業価値・株主共

同の利益の確保又は向上のための買収防衛策に関する指針」の定める三原則を充足していること、平成23年６月23

日開催の当社第22回定時株主総会および平成26年６月24日開催の当社第25回定時株主総会において株主の皆様の承

認を得ていること、一定の場合に株主総会を招集し本プランの発動の是非について株主の皆様の意思を確認できる

こととしていること、その有効期間を約３年間とするいわゆるサンセット条項が付されていること等株主意思を重

視するものであること、本プランの発動に際しての実質的な判断は、独立性を有する社外監査役等のみから構成さ

れる独立委員会により行われること、独立委員会は当社の費用で独立した第三者専門家等の助言を受けることがで

きるものとされていることなど、その判断の公正さ・客観性がより強く担保される仕組となっていること等によ

り、当社の企業価値ひいては株主共同の利益に資するものであって、株主の共同の利益を損なうものでないととも

に、当社の会社役員の地位の維持を目的とするものではありません。

 
(5) 研究開発活動

特記事項はありません。　
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 190,800,000

計 190,800,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成26年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年８月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 37,800,000 37,800,000
東京証券取引所
(市場第１部)

単元株式数は100株でありま
す。

計 37,800,000 37,800,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

平成26年６月30日 ― 37,800,000 ― 3,030 ― 4,095
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成26年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

   平成26年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式 　5,956,000
― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 31,836,300 318,363 ―

単元未満株式 普通株式　　 　7,700 ― ―

発行済株式総数 37,800,000 ― ―

総株主の議決権 ― 318,363 ―
 

 

② 【自己株式等】

    平成26年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社ユナイテッドア
ローズ

東京都渋谷区神宮前二丁
目31番12号

5,956,024 ― 5,956,024 15.75

計 ― 5,956,024 ― 5,956,024 15.75
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２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１ 四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

 

２ 監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成26年４月１日から平成

26年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成26年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 5,633 5,224

  受取手形及び売掛金 245 48

  商品 20,026 22,168

  貯蔵品 345 378

  未収入金 9,904 8,336

  その他 2,639 2,092

  貸倒引当金 △3 △2

  流動資産合計 38,791 38,245

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 7,620 7,883

   その他（純額） 1,773 1,884

   有形固定資産合計 9,394 9,767

  無形固定資産   

   その他 1,746 1,714

   無形固定資産合計 1,746 1,714

  投資その他の資産   

   差入保証金 7,422 7,474

   その他 1,967 2,234

   貸倒引当金 △26 △26

   投資その他の資産合計 9,363 9,682

  固定資産合計 20,504 21,164

 資産合計 59,296 59,410

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 9,155 8,656

  短期借入金 4,400 8,400

  1年内返済予定の長期借入金 681 ―

  未払法人税等 3,421 497

  賞与引当金 1,970 797

  役員賞与引当金 103 1

  役員退職慰労引当金 309 ―

  その他 5,077 6,558

  流動負債合計 25,120 24,911

 固定負債   

  資産除去債務 2,631 2,735

  その他 11 11

  固定負債合計 2,642 2,747

 負債合計 27,763 27,658

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 3,030 3,030

  資本剰余金 4,095 4,095

  利益剰余金 30,517 30,741

  自己株式 △6,119 △6,119

  株主資本合計 31,523 31,747

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 7 11
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  繰延ヘッジ損益 △1 △10

  為替換算調整勘定 3 2

  その他の包括利益累計額合計 9 4

 純資産合計 31,532 31,751

負債純資産合計 59,296 59,410
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

売上高 29,247 29,850

売上原価 12,627 12,941

売上総利益 16,620 16,908

販売費及び一般管理費 13,047 13,949

営業利益 3,572 2,959

営業外収益   

 受取利息 0 0

 受取配当金 - 7

 為替差益 - 31

 仕入割引 12 12

 受取賃貸料 10 8

 その他 16 17

 営業外収益合計 38 77

営業外費用   

 支払利息 15 6

 為替差損 19 -

 賃貸費用 5 6

 その他 9 13

 営業外費用合計 50 27

経常利益 3,561 3,010

特別利益   

 固定資産売却益 1 19

 特別利益合計 1 19

特別損失   

 固定資産除却損 24 60

 減損損失 92 149

 特別損失合計 116 209

税金等調整前四半期純利益 3,446 2,819

法人税、住民税及び事業税 755 450

法人税等調整額 624 649

法人税等合計 1,379 1,099

少数株主損益調整前四半期純利益 2,067 1,720

四半期純利益 2,067 1,720
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 2,067 1,720

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 7 4

 繰延ヘッジ損益 7 △8

 為替換算調整勘定 - △0

 その他の包括利益合計 15 △5

四半期包括利益 2,082 1,715

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 2,082 1,715

 少数株主に係る四半期包括利益 - -
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月1日
 至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月1日
 至 平成26年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 3,446 2,819

 減価償却費 403 420

 無形固定資産償却費 46 44

 長期前払費用償却額 30 33

 減損損失 92 149

 賞与引当金の増減額（△は減少） △1,345 △1,173

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） △106 △101

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △4 -

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 △0

 受取利息及び受取配当金 △0 △7

 支払利息 15 6

 売上債権の増減額（△は増加） 378 1,645

 たな卸資産の増減額（△は増加） △1,758 △2,174

 その他の流動資産の増減額（△は増加） △124 34

 仕入債務の増減額（△は減少） 1,313 1,197

 その他の流動負債の増減額（△は減少） △856 78

 その他の固定負債の増減額（△は減少） 3 5

 その他 25 △25

 小計 1,560 2,951

 利息及び配当金の受取額 0 7

 利息の支払額 △15 △6

 法人税等の支払額 △2,322 △3,306

 役員退職慰労金の支払額 - △309

 営業活動によるキャッシュ・フロー △777 △664

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △3 △3

 有形固定資産の取得による支出 △980 △1,156

 資産除去債務の履行による支出 △10 -

 有形固定資産の売却による収入 - 21

 無形固定資産の取得による支出 △62 △64

 長期前払費用の取得による支出 △326 △493

 差入保証金の差入による支出 △157 △97

 差入保証金の回収による収入 20 45

 その他 2 0

 投資活動によるキャッシュ・フロー △1,517 △1,747

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） 3,400 4,000

 長期借入金の返済による支出 △843 △681

 自己株式の処分による収入 62 -

 配当金の支払額 △1,062 △1,319

 その他 △0 -

 財務活動によるキャッシュ・フロー 1,556 1,999

現金及び現金同等物に係る換算差額 - △0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △739 △412

現金及び現金同等物の期首残高 6,142 5,429

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  5,402 ※1  5,016
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

 

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

該当事項はありません。

 

(会計方針の変更等)

該当事項はありません。

 

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

該当事項はありません。

 

(追加情報)

該当事項はありません。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

 

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のと

おりであります。　

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日)

現金及び預金 5,598百万円 5,224百万円

預入期間が３か月超の定期預金 △　195　〃 △　207　〃

現金及び現金同等物 5,402百万円 5,016百万円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日)

 

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月26日
定時株主総会

普通株式 1,207 38 平成25年３月31日 平成25年６月27日 利益剰余金
 

 

２  基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３ 株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

 

当第１四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日)

 

１ 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月24日
定時株主総会

普通株式  1,496  47 平成26年３月31日 平成26年６月25日 利益剰余金
 

 

２  基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３ 株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日）

当社グループは衣料品小売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日）

当社グループは衣料品小売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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(金融商品関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。
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(有価証券関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。
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(デリバティブ取引関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。
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(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 65.00円 54.03円

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額(百万円) 2,067 1,720

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 2,067 1,720

普通株式の期中平均株式数(千株) 31,803 31,843
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載しており

ません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 
 

 

平成２６年８月８日
 

 

株式会社 ユナイテッドアローズ

取締役会 御中
 

 

有限責任監査法人 トーマツ
 

 

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士   水   上   亮 比 呂   印
 

 

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士   岩   村         篤   印
 

 

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ユ

ナイテッドアローズの平成２６年４月１日から平成２７年３月３１日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間

（平成２６年４月１日から平成２６年６月３０日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成２６年４月１日から平成２

６年６月３０日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期

連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ユナイテッドアローズ及び連結子会社の平成２６年６月

３０日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況

を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上　

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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